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＜第三期「金属パイプによる暖房実験」＞
2月1日その後（前号の続き） 
よさげな金属製パイプを探しにカインズへ行き、2時間近く商品を物色した。 
アルミ管、電線管、イレクターパイプなどいくつかの候補を手に取り、触ったり叩いたりあれこれと考え、最も安価な「メッ
キパイプ」を使うことにした。厚みは1.2mm。ネットで調べたところによると、このメッキパイプはスチール＋亜鉛メッキ
でできていて、熱伝導率は「アルミ管よりは劣るが塩ビ管よりははるかに良い」とのこと。問題はどの太さにするか、である。
特にφ22.2mmとφ25.4mmのどちらかで、1時間以上も考えこんでしまった。細い方が体積は小さいので、パイプの中の空
気は温まりやすい。しかし排出できる空気も少なくなるので、暖房として機能させるには太い方がよい。でも太すぎると、空
気がパイプ内で温まる前に本堂に到達してしまうかもしれない。しかも、たったいま自分で書いた「太すぎる」とは、いった
い何ミリ以上なのかもわからない。なにもわからないのである。 

整理すると、私はこの暖房システムにおいて、３つの問題に直面していることになる。 
1. 微生物の力を借りて発酵熱をつくる生物工学的な問題 
2. 熱を空気に伝える熱工学的な問題 
3. パイプ内の空気をファンの力で移動させる流体力学的な問題 

それぞれ「〇〇学」という名が付き、専門領域として確立している。素人がホームセンターでうろうろすれば答えに到達でき
るような話ではないのですな。とにかく、やってみるしかない。なにも指標になるものがないなかで、パイプを叩いたり擦っ
たり舐めたりしながらあれこれ考え、22.2mmのパイプでひとまずやってみることにした。 

排気口と本堂を結ぶ、外気に露出する部分に
は耐寒チューブ（断熱材を巻く）を使い、温
床の中に埋めるのは22.2mmのパイプにす
る。パイプは温床の長手方向に3回行き来させ
ることにした（左図）。合計でおよそ6mぶん
のメッキパイプが温かい温床内に埋まること
になる。 
また、パイプ内を空気が通るときの抵抗を減
らすため、直角に曲げるのではなく、45度の
ジョイントを4回かませてターンさせる。しか
しメッキパイプ用の45度のジョイント部品な
ど売っていないので、塩ビ管用のジョイント
を使う。 
気が付けば日が沈んでいた。早く戻らないと
干してある寝袋が凍ってしまう。慌ててカイン
ズで会計をすませ、本堂に戻る。 

暖房、全然うまくいかないけれど、数年前に札幌で実施した極
寒の日々（発熱に失敗したら凍死するんじゃないかという恐怖
で、必死で落ち葉にまみれた）を思うと、勉強堂は天国みたい
なところだ。暖房などなくても、版築壁のおかげで外気温より
6～8度も高い。おかげで過ごすことはできる。いまも外はマイ
ナス3.3度まで冷え込んでるけれど、室温は6.8度ある。7～8度
くらいあれば、人間は何とか活動できるものだ。 
いまは21時。お風呂をすませ、本堂でお湯を沸かし、コンビニ
で買ったチリトマトヌードルを食べた。久々だ。スープがうま
すぎる。こんなにいろんなスパイスが効いていること、昔はわ
からなかった。オリオンビールもちびちびやりながら、今日の
日報を書いた。 
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2月2日 
今日もまた本堂で目覚める。毎日ここで寝起きしていると、違う人生を生きているような気分になってくる。私は今日もこれ
から、自分のための暖房実験をするのだ、と。 
さむい。夜は外よりも暖かくて助かるんだけど、日が出てからは室内の方が寒い（前にも書いたけど）。なかなかふとんから
でる気になれず、三度寝した。通ったことのない高校か大学にいる夢を見た。 
10時半にセブンへ。スモークサーモン＆クリームチーズサンドという、ちょっと贅沢な朝食。贅沢と言っても、350円とチキ
ンサンドと比べて140円高いという程度の話だが、私にとっては一大決心だった。他にホットコーヒーと、昨日も買った乳酸
菌飲料（ホットカルピス）のおかげで調子がよい気がするのでまた買った。 
勉強堂に滞在中、手を動かして作業をしたり、こうして文を書いたりと自分のことに没頭している。作業中もラジオではなく
オーディオブックで昔の小説を聞くことが多いので、世の中から遠く離れているような感覚がある。それでもセブンの駐車場
に来ると、現代社会とつながれる感じがする。あるいは、たまにはこうしてつながらねばと思える。 
コンビニの駐車場は私にとってテレビみたいなものだ。世相を映し出す、三次元の「現実テレビ」である。デカいトレーラー
から降りるお兄さんの服装、軽トラに乗り込むおじさんの表情、店内の商品、雑誌、放送、店員の様子などから、世の中の様
子が透けて見える感じがある。店内放送で流れてくる芸能人の声や言葉遣い、店員の髪型や手つき、コーヒーマシンの前で
コーヒーの完成を待つ作業服のおじさんの日焼け具合。ここは情報に溢れている。みんなそれぞれに仕事を抱え、目的を持っ
て行動している。勉強堂ではまったくと言っていいほど人の姿を見かけないので、人が来ては去っていくのを眺めているだけ
で、「時間」が動いていることを実感できる。人間が歩いたり喋ったりする姿を見るだけで、ちいさな感動がある。 

＜いきなりコラム「はじめての不在者投票その①」＞ 
ご飯を食べたあと車内で、大町市の選管に電話して不在者投票を請求した。今回の選挙はまったくもって腹立たしい。いった
い何を考えているんだ、このバカゾンビが、そもそも憲法７条で解散できるのが当たり前みたいになっていることが疑問符つ
きまくりなのに、こんなタイミングで急にぶちかましてんじゃねえぞ、有権者がいつでも選挙権のある市町村にいると思うな
やい、期日前投票も間に合わないんじゃ、あほ、と不満たらたらだが投票しないわけにもいかない。不在者投票というのは
やったことがないが、電話で聞いたら選管の職員さんが非常に親切丁寧に、マイナンバーカードがあればネットから申し込み
ができます、と教えてくれた。やってみた。三十分かかったが、どうにか申請できた。残る問題は、はたして勉強堂に郵便物
がちゃんと届くのかということだ。至急ポストを作らなければならなくなった。 
電気もガスも水道も通ってない村上勉強堂に、不在者投票の投票用紙が届けられるのはなかなかに面白い状況かもしれない。
そして「不在者」という言葉、ちょっとかっこいいね。勉強堂にはインフラがないので、ある意味でシステム上は「不在」、
存在しない場所と言えるのではないか。本当の意味での「不在者投票」が、ここからはじまる。 

勉強堂に戻ってからは、日が傾くまで、ドラッグストアで買った150円の梅おにぎりひとつを腹に入れつつ、件のメッキパイ
プを使った暖房システムを構築した。 

まずはパイプを温床内に置いてみて、カットすべき長さ
と本数を割り出す。ディスクグラインダでパイプを切
る。２メートルのパイプを一本切断し、25センチを6本
と、50センチを一本つくる。25センチのものは45度の
ジョイント用。50センチのものは吸気口までの延長用。
パイプは先端にガムテープをまいて、塩ビ管用のジョイ
ントに嵌め込める径まで太くする（左写真）。 
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新しい吸気口の穴をドリルで開けて、パイプを突き
通す。温床にパイプを埋めるさいは、吸気側が一番
低く、排気側が一番高くなるように意識しながら埋
めた。これで煙突効果を狙う。 

 

 

埋め込みを終え、上から落ち葉をガラ袋6袋ぶん追加で盛り込み、米ぬか3キロも追加して井戸水140リットルほどを撒水。落
ち葉の分解が進み、温床自体の嵩がどんどん減ってきている。仕込みを終
え、15時半に温度計をさした時点での温床内の温度は19.1度だった。 

三度目の正直。なんとかなってほしい。
本堂内のファンのスイッチを入れてから
吸気口に火のついたタバコを近づけてみ
ると、わずかに煙がパイプ内に吸い込ま
れていくのが観測できた。空気を吸いこ
んでくれているのはたしかだ。 
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＜銭湯で耳に入ってきた言葉メモ＞ 
湯楽の里の渡り廊下。ひとりのおじいちゃんとふたりのおばあちゃんが連れ立って歩いている。おじいちゃんがたいそう機嫌よさそうに振り
返り、 
「明石家さんまが言うのはね、結婚するのは判断力がないから」 
とかすれ声で言うと、ふたりのおばあちゃんが「はっはっは」と楽しそうに笑う。 
「離婚するのは、忍耐力がないから」 
「はっはっは」「はっはっは、なるほどねえ」 
おじいちゃんは満足げだ。自分で思いついた言葉であるかのように幸せそう。たぶんわたしの頬も緩んでいただろう。 
「再婚するのは、記憶力がないから」 
「はっはっはっ」「はっはっは、なるほどねえ」 
わたしは脇をすっと通りぬけて風呂場へ直行した。 

2月3日 
10時半、温床内の温度は60度近くまで上がっていた。たった１日で40度も上がっている。暖房システムを試すため、ファン
のスイッチを入れてみる。三度目なので流石に緊張を覚える。これで失敗したらもうどうしたらいいのかわからん。 
̶̶̶だめだった。出てくる風からはまったく熱を感じない。たばこのテストで吸気していることはわかっているので、空気
が温まる前に排気されてしまっているのかもしれない。かといって、パイプをこれ以上長くしてしまうと、今度はファンの能
力不足でパイプ内の空気を送りきれない、という懸念がある。試行錯誤とはこのことだな、と思った。空気は温まりにくいと
いうことがよーーくわかった。エアコンはすごい発明品だ。わたしはいつのまにか工学の領域に踏み込んでいるらしい。バイ
オ熱交換システムをつくろうとしている。 

温床を掘り返してみたら、真ん中のパイプは触ってられないくらいに熱く
なっていた。これでますます、熱はパイプには伝わっていることははっきり
した。あとは空気の熱伝導率の壁である。 

 

もはやヤケクソみたいなアイデアだが、パイプの中に金属のコイルを入れてみることにした。いまはパイプの内壁にしか空気
が触れていない状態なので、コイルを入れることで空気が触れる金属部の表面積を増やすことができる。コイルはすぐにパイ
プの同じ温度まで温まってくれるはずなので、その中を空気が移動することで熱を伝えられる。伝わってくれるといいな。 
太さ1.6mmの針金をコメリで購入し、芯棒に巻きつけて合計6.5メートル分:直径1センチ:ピッチ2センチ前後のコイルにして
パイプのなかに突っ込んだ（上写真）。 
それから、もっとはやくやるべきだったのだけど、ファンの前に温度計を置いてみたら。10.3度の風が出ていることがわかっ
た。つめたい風だ。 
掘り返してる時に、温床の北側付近の発酵が進んでしておらず、バイプがつめたいこともわかった。これは発酵に時間がか
かっているだけの可能性もあるので、様子を見ることにする。 
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針金に加えたさらなるヤケクソ対策として、190円のステンレスたわしを
買ってきて、太さ2センチ、長さ7センチくらいの棒状の物体を4本つくり、
パイプ内の4カ所に詰めてみた。 
その後改めてファンからの風の温度を見ると、11度。ちょっと上がって
る……？ 

夕方、内田さんが到着。今日から数日間、作業を手伝ってくれる。 
本堂に入るなり「ダンゴムシになった気分だなあ。友達の土の家に来たみたい」という感想。そう言われてわたしもダンゴム
シのような気持ちになった。ダンゴムシが友達のダンゴムシを自宅に招き入れているところを想像した。たしかに壁の質感は
こんな感じかもしれないと思えた。ファンの風量を絞った状態で稼働させたままお風呂へ。 
お風呂から帰ってきても室温は6.7度。ファンからの風も6.7度。ぜんぜんだめだ。温床内は66.7度まで上がっているのに（過
去最高記録だ）。 

夜、土でできた本堂の灯りが漏れている。それだけなのに、なぜか面白い。内田さんは、私が月明かりを頼りに歩いてるのを
みて驚いていた。「何も考えずにスマホのライトつけちゃった」と。無意識だったけれど、たしかに月が明るい夜は自然にラ
イトなどをつけずに歩いてる。外から人が来ると客観的な目ができて、状況に笑えてくる。私はいったい何をやっているの
か。 
＜今後試したいことメモ＞ 
・シロッコファンの導入 
・パイプを、中央の高温地帯に集める 
・有効長を増やす 
・たわしもっと詰める 
・発電所のバッテリーを増設するのも選択肢にいれたほうがいいかも 
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2月4日 
＜いきなりコラム「はじめての不在者投票その②」＞ 
朝、大町市役所から不在着信が3回も入っていた。ただ事ではないと思いかけなおす。思ったとおり選挙管理委員会からだっ
た。前回の電話のときと同じ方（選管の電話番が一人しかいないのかもしれない）で、いわく、千葉の郵便局から電話があ
り、このような住所は登録されていないとのこと。 
「登記上はあってると思うんですが、建物がないので……」 
と説明したら電話口の職員さんは「建物がない」と復唱。状況がわからないという困惑が、口調から伝わってきた。 
「自分で作った小屋に滞在してるんですよ」 
「なるほど。郵便受けかなにかはあるんですかね」 
「まだありません」と口をついて出そうになったけど、まあこれから作るし、あるってことにしておくか、と思い「あります」
と答えた。こんなにはっきりと真逆のことを言う嘘をついたのは初めてかもしれない。 
「では千葉の郵便局さんから直接、村上さんのお電話番号に連絡していただくようにお伝えします」 
電話を切って数分後、すぐに知らない携帯番号から着信。日向集配所（勉強堂の近所）の職員さんだった。 
「何度もいろんなところからお電話すみません。いまお仕事中ですか？　大丈夫ですか」 
と、めちゃくちゃ腰が低い。 
「不在者投票の書類を預かってるんですが、今日はこちらの住所にいらっしゃいますか？」 
「お手数かけてすみません。今日はいます」 
「お昼に、ふだんからそのエリアを回っている配達員が戻ってきますので、直接詳しい場所をお伺いします。よろしくお願い
します」 
そして11時頃に、その配達員さんから電話が来る。「住所に登録がないんですが、どのあたりですかね」と。 
住所って登録制なのか。不動産登記とは別に、郵便局が登録している住所があるということかもしれない。私は「滝口さんの
裏です」と答えてみる。 
「パン屋の滝口さんですか？」 
「いえ、たぶんパン屋の滝口さんではないです」 
「太陽光パネルのほうの滝口さんですか？」 
太陽光パネルのほうの滝口さん……なんだそれ……とはじめはピンと来なかったが、まわりを見わたしてすぐに、目の前に
どーんと太陽光パネルが広がっていたことを思い出す。 
「はい！太陽光パネルの滝口さんです！太陽光パネルのすぐ隣がうちです」 
「わかりました」 
「土の屋根の小屋があります」 
「土の小屋」 
「変な小屋があるところがうちです」 
「変な小屋があるんですか」と、ここで配達員さんの語尾に笑いが混ざり、空気が緩んだ。 
「ポストってありますか？」 
「あります」（これから作るんだけど） 
「何色のポストですか？」 
とまさかの質問を受け、マズイ、と思った。何色のポストにするかまでは決めていなかった。たぶん木でつくるから木でいい
か。木ってことにしておこう。 
「木のポストです」と、私はまだ存在していない架空のポストを相手に説明した。 
「木のポストですね。わかりました。今日はご在宅ですか」 
「はい、今日はおります」 
「またあとで配達するさいにお電話をさせていただくかもしれません」 
「はい、お願いします。お手数をおかけします」と電話を切った。 
そしてあわててポストをつくりはじめた。手近な木材をものすごいスピードで選んで組み立て、ビスでとめる。そこへ、あり
えない方角から足音が聞こえた。見ると、スーツ姿のサラリーマン風の男性が、太陽光パネルの下を歩いてくる。 
「すみません。○○○○の関連会社のものなのですが」とにこにこ話しかけてくる。「はい」と私は手をとめて応じる。 
「この太陽光パネルについてちょっとお伺いしたのですが」 
聞けば、パネルの設置業者との連絡ですこし手違いだか連絡不備だかがあり、計画通りにいっていない様子。 
「設置の際に、なにかご迷惑をおかけしたりしてないですかね。なにかあれば、こちらにご連絡を…」 
男性はポケットから名刺入れを取り出し、「こんなところからすみません……」とフェンスに手をかけ、腕を精一杯伸ばして、
2メートル近くある段差の下から名刺を差し出してくれた。 
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私も「いえいえ……！」と、限界まで手を伸ばして名刺を受け取った。と、そこへバイクの音が近づいてきた。郵便局の配達
員だった。もう到着したのだ。ポストは間に合わなかったのである。私はスーツの男性に「ではでは～」と別れの挨拶をし、
配達員さんの元へ駆けつけると、内田さんが対応してくれていた。 
「いやあ、見つかってよかった」 
「ありがとうございます」 
「これあれですか、自分たちで作ってるんですか？」配達員さんは本堂を目で指して言う。 
「はい」 
「こういうのいいですよねえ！　うらやましい！」ニコニコしている。 
どう答えていいか分からず、私は「がんばります」と、謎の努力宣言をしてしまった。 
「ポストはあの辺に設置する予定ですか？」なんとポストがまだ設置できていないことが見抜かれている。 
「はい、あのへんに」 
「わかりました！またなにかあればお届けするようにします」配達員さんはブーンと走り去っていった。 
ガスも電気も水道も通っていない、システムからは隔絶された場所への、システムからの最初の接触が「投票用紙」。あまり
聞いたことがない状況だ。ふだんはひとっこひとり通りかからないような場所なのに、今日はふたりも客人があった。 

投票用紙はレターパックプラスの袋に入れられていた。既存のサービス
で届けられたことに少なからず驚いた。不在者投票というれっきとした
行政システムがあるのだから、それ専用の封筒にそれっぽい郵送方法が
印字された封筒が届くものだと予想していた。 
不在者投票送致用という赤いハンコ、私の住所と、選管の住所のシー
ル。これをあの電話口のおじさんが貼ったり押したりしたのだろう。そ
してそれを、あの配達員の兄ちゃんがここまで運んでくれた。あいだを
つないでくれた日向配達所の男性もいる。私の一票のために、3人ものオ
トナが時間を費やしてくれた。すべて、首相が急に解散を宣言した結果起
きたこと。施政者は、こういった一人一人の足、声帯、筋肉、骨が動い
て選挙を実現させているということを多少なりともイメージすることは
あるんだろうか。お金がいくらかかるとか以前に、膨大な人の筋肉を動
かすということを。普段の業務とは別に。 

それから30分ほどして、ようやくポストが完成した。そのへ
んに転がっていた木片と、温床の壁に塗った塗料で。大きく
なってしまったけど、かわいいのができた。 

そのすきに内田さんはガレージの整理（散らかりまくっている木片、
工具、金具、パイプ、ケースに入れて一年以上ほったらかしの調味料
などを、屋内におくべきものと屋外に置くべきものとゴミを分別し、
必要な拭き掃除）を黙々と進めてくれていた。 
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それからガレージのロケットストーブを本堂に移設する作業。 
暖房を自作するとか言ってるのにロケットストーブなんか入れたら元も
子もないのではと思わなくもないが、暖房というよりもむしろ料理用で
ある。 
コメリで延長用ステンレスダクトを購入し、ストーブを入り口近くに置
き、窓から排気ダクトを出す。スターウォーズに出てきそうな中古物件
みたいになった。 

それからガレージを整理し、シンクやストーブのかわりに棚を設置。これで道具箱や工具類を本堂におかなくて済む。生活の
場と大工道具の場がわけられ、居心地のよさがアップした（右下写真）。 

＜とつぜんのコラムコーナー「カマキリの卵鞘」＞ 
このところ気にかけてるカマキリの卵が近所にある（左写真）。ご近
所さんである。なんだか本堂の壁の色に似ている。植物（木）を柱にし
ているところも同じだ。 
正確にはこれは卵ではなく卵鞘（らんしょう）と呼ばれるもので、
「卵のための家」である。このなかに、無数の卵が格納されている。
写真のものはすっかり硬化しているが、最初はふわふわのメレンゲみた
いな泡である。メスのカマキリが体から泡状の成分（タンパク質な
ど）を分泌し、それが徐々に硬まり、このような姿になる（ちなみに
カマキリの卵鞘は漢方では桑螵蛸（そうひょうしょう）とも呼ばれる
生薬で、腎臓の機能を助けてくれるらしい）。中の卵はこまかい気泡
に包まれている状態なので、非常に高い断熱性能があるものと思われ
る。乾燥の防止や、強風から守るという機能もあるだろう。つまり卵
鞘は卵にとっては暖かい家であり、成分こそ違えど、私にとっての本堂
と同じ機能をもっている。 
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車で10分ほどのところにある「街の中古屋さん」と
「Wonder Goo」というリサイクルショップに初訪問。 
街の中古屋さんは、家具などが置いてあるゾーンをみると若干
雑に見える値付け＆陳列なのだが（左上）、対していっこ百
円とかの小物が並ぶ棚はひとつひとつ丁寧に梱包されひとつ
ひとつに値札が貼られていたりと（右上）、独自の哲学を感
じるお店で楽しかった。服のラインナップも独特。漫画もす
べて一冊50円。Wonder Gooは、買取コーナーに積まれた陳
列前の商品の山（左写真）が混沌としており、ハンターハン
ターの流星街のことを思い出してしまった。ここで990円の棚
（引き出しつき）を購入。本堂のベッドサイドテーブルとして
使う。千葉には他の地域ではあまりみかけないリサイクル
ショップがたくさんある。それとカインズで、追加のメッキ
パイプ2本と45度ジョイントを12個購入。 
23時25分、風呂から戻り、本堂でロケットストーブを焚いて
みた。20～30分ほどで室温が20度を超えた。火の力、すご
い。版築の壁にある程度断熱性能があることも実感できた。 
ただし暖房用の薪ではなく針葉樹の木片を燃やしただけなの
で、火の勢いはすぐに衰えてしまい、絶えず新しい木片をくべ
ないと室温を維持するのは難しい。 
室温も上がることは上がるけれど、火が消えるとすぐに下
がってしまう。本堂の密閉性の低さも露呈した。一瞬で。 

2月5日 
空気を加熱する機構のことを色々と調べているうちに、「気体
加熱器」という産業用機械の存在を知った（https://x.gd/
3xnzC）。常温の気体をチューブヒーターを通すことで数百度
もの温度にすることができるらしい。図面をみると、対象の気
体が通るチューブの径は9ミリ～12ミリとある。細い。気体を
加熱するのはそれだけ難しいということなのだろう。 
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午前中は外でキャンプ椅子に座りながら「あいち2025」の仕事。内
田さんは草刈りをしてくれた。 

ランドロームのイートインコーナーでお昼を食べながら、先日通販
で注文した「シロッコファン」の到着を待つ。 
これはアンモナイトみたいな形のファンで、扇風機とは違い、ファ
ンの回転軸に対して垂直方向に風を送ることができ、静圧が高いと
いう特徴がある。静圧とは「空気を押し出す力」のことで、換気扇
や空調機器の能力指標として重要なものであるらしい。この数値が
高いほど空気を遠くに送ることができる。「風の勢いそのもの」を
指す風圧や、風が出る量を表す風量とは異なる。ダクトファンの性
能について調べていくなかで初めて知った概念。 

温めた空気を引き込むという、ただそれだけのことなのだけ
ど、ここまでに三回も失敗し、正直途方にくれていた。そこ
でシロッコファンの存在を知り、「空気を引っ張る」のでは
なく「押し出す」ほうがいいのではないかという仮説を立
て、試してみることにした（左図）。 

そして「荷物が届きました」というメール。ランドロームフードマーケットには「アマゾ
ン受け取りポスト」なるものがある。初めて利用してみた。自分のスマートフォンを操作
して「ロッカーをあける」ボタンを押し、目の前のロッカーが「ガチャッ」とひとりでに
開いたときには、衝撃をうけた。私が落ち葉にまみれている間にも、世の中はどんどん進
歩している。 

左写真がシロッコファンである（風量調節ツマミ付）。 
そして、このマシーンが革命を起こすことになる。これのおかげで風を
送るコツをようやく掴むことができた。 
さっそく吸気口に差し込んだ結果（左下写真）、ちゃんと反対側の排気
口から空気が出てることが感じられた。まずこれがひとつめの喜び。 
しかし排気口付近の温度は低かった（右下写真。排気温度が32.7度と表
示されている）。試しに温度計をチューブの中1mほどのところまで押
し込んでみると、39.1度もあることがわかった（ふたつめの喜び）。つ
まり、温かい空気はチューブの中ほどまではきているのだが、通過する
過程で冷えてしまっている可能性が高い。そこで、このチューブの断熱
を強化するためコメリでアルミホイルとプチプチを購入した。 
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まずチューブにアルミホイルをまき、輻射熱を得るようにする（左上写真）。その上からプチプチを10回～20回ほど重ねて巻
きつけ、ウーバーイーツの冬のCMみたいに着込ませる（右上写真）。その先端を本堂の室内まで引き込み、その上でもう一
度シロッコファンを回してみた。風量は75%くらい。 

この時点で、外気温は11.8度。排気口から出てくる
風は、はじめ15度台だったが、だんだん上がって
いった。 
2月5日は記念日である。ここにきて、ようやく熱の
取り出し方が掴めてきた。吸排気口の温度を測定し
始めたことで、その成果が可視化されたのもよかっ
た。 
16時37分には外気温10.1度、排気口の風の温度は
23.8度。 
17時15分、外気温は6度、排気口の温度は28.9度。
上がっている。うれしい。こんなにうれしいことは
ない。 
ファンのスイッチをオンにしたままお風呂へ。 

「みきの湯」の湯船に浸かっていて、湯温が40度あることに改めて感動した。直径22ミリのパイプ内の空気を10度上げるの
に死ぬほど苦労したあとなので、これだけの体積の水（15m×4m×深さ50cmくらい）の水をこの温度まで熱するのに使われ
ているエネルギーの量を想像するだけで目眩がする。もちろん電気やガスなどの技術によるところは大きく、勉強堂のような
熱のロスも少ないのだろう。しかし館内の電気一つとっても、ここから何十キロも離れた発電所で作られているであろう電気
の量と、それを生み出すのに必要な水や燃料の量、さらにはそれをここまで運んでくる電線の長さを考えると、途方もないス
ケールのシステムに、私の生活は組み込まれているのだなと思う。 

23時23分。風呂から戻る。排気口の温度は25.5度。すこし下がっている。外気温はマイナス2度。ちなみに室温は8.5度。温
床内温度計はあいかわらず高く、59.7度を保っている。 
外気温より27度も高い空気を室内に取り込めているとはいえ、本堂全体を暖めるためにはいったい何度の風をどんな風量で送
り込めばいいのか。まったくわからない。 
それでも、眠るときに、温床内で無数の菌たちが作り出した呼吸熱が多少なりともこの部屋に入り込んでいると思うだけで、
なんだか心が暖かくなるし、気のせいかもしれないけれど、体感的にも数値以上に暖かい気がする。 

2月6日 
９時半。室温6.4度、外気温9.7度。排気口の風は28.9度。試しにファンの風量を最大にしてみたら、20分程で排気口の風は
34.4度まで上がった。直感と違う。風量を上げるとパイプ内を通る時間も短くなるので、温度は下がりそうなところなのに、
上がっている。 
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とはいえ、いくら35度の空気を排出できていても、チューブの先端からそよ風みたいな温風が出る程度では、とうてい本堂全
体を温めることはできない。ということで、次はこのシステムをもうふたつ作ることにする。温床内に埋めるパイプを1本か
ら3本に増やす。シロッコファンも追加でふたつ購入した。 

2月7日 
＜とつぜんの、飲み会で聞いたいい話コーナー＞ 
昨夜東京で、内田さんとの共通の友人たちとの飲み会に参加した。19時半から翌朝6時ごろまで。久々に夜通し酒を飲んだ。 
同席したある人から、「目の前の人から大切に扱われると、自分もそれに応えたくなり、別の人を大切にしようと思うことが
できる。そんな経験を積むことで、目の前にいない人のことも大切にしようという気持ちが芽生える。「公共」はそこからは
じまる（大意）」という、とある幼稚園の先生の言葉を紹介してもらい、なんていい話なんだと思った。その飲み会も、その
教えを地で行くような素敵な会だった。自分は大事にされているとみんなが感じられる場だった、と思う。 
世界をよりよい場所にしていくためには、こういう場を増やしていくのが、結局は一番の近道なのではないか。とはいえ、こ
れは意外と難しい。思い込みや他者への自己投影を極力廃し、節制と自己主張とのバランスを保ちながら話を聞き、自分も話
をする。誰もが、好むと好まざるとに関わらず、それぞれの状況に巻き込まれてしまっている側面があり、自分が同じ立場に
立った時もそうなってしまうかもしれないという想像力を持つこと。相手を無碍に否定したり、かといって自分の気持ちを押
し込めたりもしないように振る舞うこと。こういった細かい無数の微調整の先に、目の前のひとりの人間を大切にするという
一大プロジェクトは可能になる。それは要件定義→設計→開発→リリース→修正→リリース→設計変更→開発→リリース……
のような無限のサイクルで、生きている限り終わることがない。こちらも人間なので体調や気分や価値観は日々変わっていく
し、相手も同様である。ひとりの人間を大切にすることは、それだけで巨大なプロジェクトだ。 

11時ごろまで寝て、大町へ帰る内田さんを見送る。 

＜いきなりコラム「はじめての不在者投票その③」＞ 
気が付けば投票日が明日に迫っていた。投票用紙は手元に届いているので、投票しに行きますという旨を伝えるため、山武市
の選挙管理委員会に電話をかけた。 
電話口の職員さんは「事前にご承知おきいただきたいのですが」という切り出しで 
「不在者投票は、山武市で記入していただいた投票用紙を、こちらから長野県の選挙管理委員会に郵送で送るという流れにな
ります。こちらとしても速達で送るなどして明日中（投開票日）に届くよう努力はするのですが、郵便事情などによっては明
日に間に合わないということがありえます」 
と説明してくれた。つまり、自分の一票を確実に集計してもらいたければもっと早く、投票用紙が届いた時点でさっさと投票
しにいくべきだったのである。そこまで頭が回ってなかった。 
「そういう事情がありますので、今日もできるだけ早くお越しください」 
と言われ、「わかりました」と電話を切った。 
あわてて東京のアトリエを飛び出し、何も口に入れずに車を運転し続け、16時半に山武市役所に到着。「期日前投票」の受付
係のひとに「不在者投票をしたいのですが」と伝えると、選管の職員さんを内線で呼び出してくれた。 
やってきた職員さんに案内され、投票所のすぐ脇にある、ごく普通の会議室へ通された。椅子には、他の職員さんの私物とお
ぼしきバッグと服が置いてある。選管の職員さんはそれをさっとどかして、「こちらにおかけください」と椅子をすすめてく
れた。向き合って座ると、職員さんが 
「これから不在者投票を行います」 
と宣言。締め切った会議室でマンツーマンである。気が引き締まる。面接のような緊張感。儀式めいた雰囲気。 
大町市から勉強堂に送られてきたレターパックを職員さんに渡すと、「こちら開封させていただきます」と断ってから開けて
くれる。出てきた茶封筒も同様に宣言して開封。中からはさらに三つの封筒と、村上宛の「不在者投票通知文」と、選挙公報
２種（小選挙区と比例）、候補者の氏名が書かれた紙、比例代表の政党名が書かれた紙が出てくる。 
職員さんがみっつの封筒の説明をする。それぞれ小選挙区、比例代表、最高裁判所裁判官国民審査と書いてあり、中には一枚
ずつ投票用紙が入っている。封筒は中身が透けて見えないよう二重仕様になっており、それぞれ丁寧に「内封筒」「外封筒」
と書かれている。 
「投票用紙に記入いただいているあいだ、私は後ろを向いていますので、終わったらお声がけください。まずは小選挙区から
お願いいたします」 
私は小選挙区用の封筒を受け取り、中から投票用紙を出して候補者の氏名を書き、内封筒に入れて封をし、それを外封筒にい
れてまた封をして、「おわりました」と伝える。職員さんは振り返り、封筒を受け取って「では次に比例代表をお願いします」
と言ってまた後ろを向く、という流れで投票が進む。 
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最高裁国民審査まで記入を終え、職員さんの「ではこれで終了になります。おつかれさまでした」の言葉で不在者投票は終了
した。かかった時間は15分くらい。私一人のために、職員さんはつきっきりである。 
「こうやってひとりひとりに全部対応してるんですか？」 
と聞いてみたら 
「そうですね。不在者投票の場合は」 
と言っていた。まったく頭が下がる。記憶の限り過去一でメチャクチャな日程が組まれている選挙だが、首相が解散を宣言し
てから投票までのあいだ、どれだけ時間がなかろうと、役所の職員さんはきっちりと、間違いのないように対応しなければな
らない。でなければ、憲法で保証されている投票の権利が守れないからだ。急に解散を宣言した首相は、そういった対応に対
するお礼の言葉をどこかですこしでも口にしているのだろうか。 

近くのガストでハンバーグ定食を食べて、オンラインの打ち合わせを１件こなし、さんぶの森元気館で風呂に入って、20時
30分に勉強堂に帰宅。ストーブをつけてこの日記を書く。 

2月8日 

朝起きてドアを開けてすぐに「今日は外で作業する日じゃねえ」と思った。勉強堂に雪が積もっているのを見るのは初めて
だ。雪は人差し指がずっぽり入るくらい深く、トイレまで歩くのにも、気をつけないと靴の隙間から雪が入ってくる。いつも
の薄い作業履ではなく、たまたま防水のスニーカーを履いていてよかった。天気アプリを見ると大雪警報が出ている。ファン
トム（自家用車）は長野から来ているのでスタッドレスタイヤを履いているけれど、千葉県民たちはそうでもないんじゃない
か。この雪の中で車で出かけるのも、車を使わずに出かけるのもハードルが高い。よりによって衆院選投票日にこの天気。選
挙はもう延期したほうがいいのではないか、というか延期してくれと思った。 
今日はデスクワークの日にすることに決め、いつもはコンビニまで行って顔を洗った
り朝ごはんを食べたりするところを、ロケットストーブでお湯を沸かして洗面器でぬ
るま湯を作り、外のシンクで雪のなか顔を洗い、昨日買ったパンをストーブで温めて
食べた。雪景色は美しい。雪が降ってくれるのはうれしい。でも今日が投票日である
せいで、せっかくの雪景色も、投票を阻害する邪魔者にされてしまっている。投票日
でなくても、雪はインフラを脅かすものとして糾弾されたり、とにかく昨日と同じ今
日を邪魔するものとして捉えられがちだ。こどものころは、雪はただひたすらに嬉し
くてたまらないものだったのに。 
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2月9日 
9時35分、シロッコファン、スイッチオン、風量最大。排気口温度、10時25分で25.8度、15分後には26.8度。でもこんな吐
息みたいな風では一向に部屋は暖まらない。そこで今日は働いた。朝
10時から、ほとんど夜みたいな暗さの18時まで。 
①買ってきた追加のメッキパイプの両端にガムテープを巻き、塩ビ管用
のジョイントにねじ込める程度に太くする（右写真）。針金でコイルを
作り、パイプの中に入れる（左下写真）。2m×6本分。手で巻くともの
すごく時間がかかるので、なにかいい方法はないかと試行錯誤の結果、
インパクトを使った超スピード量産法（右下写真）を発明した。木の芯
棒をインパクトの六角ビットに埋めてテープで固定し、針金を芯棒の先
端に何周か巻き付けてからテープで仮固定し、あとは右手でインパクト
をゆっくり回しながら左手で針金をコントロールし、棒に巻きつけてい
く。これで効率が10倍くらいにアップした。 

②途中に短いランチタイム（カップヌードルトムヤムクン）を挟ん
で、温床の中に新しくメッキパイプを埋め込む。立ち上る湯気をミス
トサウナのように全身に浴びながら発酵中の落ち葉の山を掘り返し、
壁に３つの穴を開け、パイプを通す。高温になりやすい中央付近に新
しいメッキパイプを３セット固めて埋め込む（右写真）。これで３本
のメッキパイプ（それぞれの長さは約6m）が並行に温床内に埋まっ
た。さらに上からガラ袋９個ぶんの落ち葉を追加。ランドロームの敷
地にあるコイン精米からもらってきた米ぬか（5kgくらい）も混ぜ
る。井戸水を60リットルほど撒く。この時点で真っ暗になってしまっ
たので続きは明日。 

急いでコンビニへ行って納豆巻きと７種の野菜味噌汁とあんまんと和
菓子アソートを買ってきて、それらを頬張りつつ18時半から本堂で別
件のオンラインミーティング。「洞窟の中にいるみたいだね」「現場
中継感がすごい」と言われた。 
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2月10日 

追加で水を撒き	 	 	 	 	 	 	 本堂に暖気を送る耐寒チューブの断熱材を一度はがし 

新たに２本のチューブを同じようにアルミホイルで束ねて断熱し、ふたたび本堂への排気口に取りつける 

藁と	 	 	 	 	 	 	 	 	 ブルーシートで蓋をして完了。 

12時20分、上記の工程を終えた。同時に温床内温度、本堂の室温、外気温の記録を開始。 
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2月11日 
温床内温度はみるみる上昇し、23時の時点で40.1度。上のグラフを見ていただくとわかるように体積が増えたぶん温度も安
定し、外気温の影響をほとんど受けなくなっている。 
2月12日 

追加で届いたシロッコファンを3つ吸気口に取り付け（左上写
真）、発酵熱暖房システム（ver.5）が完成。右上写真のとお
り、手前から外気が送られ、温床内に埋められた３本のメッ
キパイプの中を通り、奥の排気口から本堂へ排出される。 
16時43分、温床内温度は45度、排気口は9.1度、室温は8.1
度、吸気口付近の外気温は8.6度の状態で、3台のファンのス
イッチを入れてみた（出力90％）。 
回し始めてすぐに、排気口の温度が急上昇。17時で36.3度、
17時30分には44.3度。手をかざすと温かい風が確かに入って
きているのがわかる。すばらしい。すばらしい成果だ（ビ
ニールの匂いとわずかな発酵臭がまざっているような芳香が
若干きにならなくもないが、まあ許容範囲でしょう）。 
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排出口から温風を出すことには成功した。しかし３本あるとはいえ、それは直径2センチの、春の赤ちゃんの吐息みたいな温
風である。いまの設備ではいくら実験を続けても、本堂の内部空間を、暖房をつけているときとつけていないときの違いが体
感できるほど暖かくすることはできない。これに関してはひとつアイデアがあるので、明日以降試してみる。ファンをつけた
ままお風呂へ。 
24時半、風呂から戻り、本堂に戻ってきたときの排気口の温度は40.9度。室温7.2度。外気温-3.0度。版築の壁のおかげもあ
り、室温は外気温より10度も高い。これはすごいことだと思う。 
ファンを切り、深夜2時半にふと温度計を見たら室温が6.5度に下がっていた。0.7度の暖房効果はあったということかもしれ
ない。 
2月14日 

春の赤ちゃんの吐息では部屋全体を暖めることはできないと
判断し、頭を切り替えて、暖める部屋のほうを工夫すること
にした。考えてみれば、夜の本堂は暖かいし、眠る時は布団
に入る。むしろ昼間のデスクスペースのほうが寒さを感じる
ので、そちらに全吐息を集中させることにした。 
コメリで農業用ビニール（0.1mm厚）を買ってきて、水拭き
して粉を落とし（農ビにはくっつき防止のために片栗粉みた
いな粉が満遍なくまぶしてある）、カットして、デスクの上か
垂れ下げ、「暖房室」をこしらえた。 
横幅145センチ、奥行き100センチ、高さ185センチ。天井に
はガレージに余っていた3センチ厚のスタイロフォームを使
用。こうして本堂内に壁厚0.1ミリの部屋が完成した。 
暖房室は17時頃に完成。そのままお風呂へ行き、21時ちょう
どに帰ってきたときの暖房室は10.4度。３つのファンを風量

90％で回し始める。私の体温で暖房室が温まってしまう影響を考慮し、私はビニールの外で待機。 
・22時。排気口の風の温度40.3度、暖房室は15.9度。 
・22時半。暖房室16.1度。この時点で私も暖房室の中へ。 
・23時。暖房室温は17.4度前後で安定した。このあたりが基準らしい。 
・24時。暖房室16.8度（外にたばこを吸いに行って戻ってきたら0.8度ほど下がっていた。人間の熱はすごい）。 
ちなみに本堂の室温は7.8度。0.1mmのビニール1枚で9度の違いが生まれた。体感として、暖房室のなかはいくらでもいられ
るが、本堂のほうは、いられなくもないけど長時間はちょっと……という感じ。暖房室ができてから、できるまえはいくらで
もいられると思っていた本堂が肌寒く感じるようになってしまった。業が深い。 
・24時45分、３つのファンの風量をすべて最大にしてみた。15分回したけど暖房室の温度に変化なし。 
・それから風量を50％ほどに絞ってみた。いったん17.4度前後あった暖房室が17.0度に下がったが、30分もしたら17.4度に
戻っていた。 
・ビニールのなかに入った瞬間に、「暖房で暖められた部屋」に来たという実感がたしかにある。はじめて実感できた。これ
は「暖房ができた」と言ってよいだろう。ようやく。ここまで長かった。 
・1時38分、暖房スイッチオフ。 
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このころの温度変化を表しているのが、374ページのグラフにおける左図の部分である。外気温は下がってい
るのに、室温は上がり、もこっと山ができている。 
その後の暖房室を作ってからの約二日間を抜き出したものが下のグラフ。「室温」というのは、暖房室内の温
度を指している。 
先回りして説明してしまうと、15日はずっと暖房室でNintendoSwitchに没頭し、16日の夜から17日の昼にか
けては、ファンをつけっぱなしにしていた。中に人がいなくても暖房室は15度以上を保っている。 

一畳の空間ではあるけれど、とにかく「暖かい部屋」は実現された。これでなんでもできる。確定申告もできるし、執筆作業
もニンテンドースイッチもドラマ鑑賞もできる。 
2月15日 

結果的に完全なる休日に
なった日。 
21時55分時点で暖房室は
1 3 . 2 度。ファンの風量
60％。 
朝8時から翌朝5時25分まで
ゲームに没頭してしまった。
暖房室ができて最初にそこ
でやったのがゲームであ
る。 

外出は夜21時ごろにコンビニへ行ってカップラーメンを食べて帰ってきた一度だけ。あとは何度かトイレに出たりしたけど、
ほぼ本堂の暖房室やベッドでずうっとビールを飲みながらNintendoSwitch「ドラゴンクエスト7 Reimagined」にいそしみ、
まさかこのまま全クリしてしまうのか、いいのかそれで、と自問自答しつつもやめられず、結局ラスボスの魔王を倒すことに
成功した。 
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終始お腹は空いていた。昨日コンビニで買っておいたコッペパンを食べたり、コーヒーを淹れたり、エネルギーが足りなく
なったら来客時の紅茶用に買っておいたグラニュー糖の小袋を何本も開けてそのまま食べたりしてしのいだ。砂糖だけでも体
は動くもんだ。 
今日、本堂が完全に「家」になった。更地を購入し、開墾し、草刈りをして井戸を掘り、土地を造成し、土で作った家の中で、
落ち葉の発酵熱の暖房をつけながら、太陽光で作った電力で、21時間ものあいだRPGゲームに没頭した。変な状況かもしれ
ない。日本という国で飼いならされた「過剰さ」が静かに爆発しているような、そんな感覚に飲み込まれながら魔王（オル
ゴ・デミーラ）を倒した。魔王は脳みそを露出させていた。 
明け方、暖房室は外の冷え込みの影響で18.3度まで下がった。本堂は10.9度。16日の早朝5時半、暖房のスイッチを切った。 
外気温は6.6度。濃い霧が出ている。踏切の音がきこえる。犬が遠くで激しく吠えている。 

2月16日 
11時に起床。今日は暖房室で確定申告をすることに決める。 
昨日お風呂にも行けなかったので、少しだけ日記を書き、明るいうちから
「さんぶの森元気館」にいってきた。 

＜銭湯で考えたこと「距離を用意する」＞ 
勉強堂と国政選挙、勉強堂とニンテンドースイッチ、勉強堂と確定申告のあ
いだには、それぞれに距離があり、遠く離れた営みであるように思われる。 
それは「イメージと正体の調査員」としての活動にも通じるものだろう。国
家やゲームや貨幣といった、突き詰めればイメージの産物でしかないもの

を、寒さや暑さ、目の前の土の質感や虫の羽音など、体が体感できる物質的な現実のなかで扱う。この距離こそがおもしろ
く、この距離を用意するために勉強堂をやっていると言える。 
距離を「用意する」というのが重要なのだろう。自分の頭に考えさせるために。考えるということは状況から距離を取るとい
うこと。逆に言えば状況から距離をとれば、頭は思考をはじめる。 
お風呂でいろいろなことを考えさせられるのも、生活からの距離があるせいだと言える。全裸で、スマホやパソコンが手元に
ない、しかもすぐにそれを取りに行けないというふうに、生活から距離を取らされたとき、頭は抽象的な思考を始める。 
他の人がどうなのかはわからないけれど、私は目をあけているときのほうが、抽象的な思考に入りやすい。目をつぶっている
ときのほうが向いてそうなものだけど、そうではない。暗闇よりも、なにかが目に入っているほうがいい。そのとき目に映る
ものは目に文字通り目に映っているだけで、見てはいない。 
これにも距離が関係しているかもしれない。目にものを映させることではじめて、それと距離を取ることができる。何も見え
ていなければ「距離」は生まれない。 
ただし、目を閉じたときのほうが、どこか遠くの世界を「想像」するのには向いている。はるか南方の海でクジラが潮を吹い
ている光景とか、実際には訪れたことのない砂漠でトカゲが走り回っている光景などを「思い浮かべる」には、目は閉じてい
たほうがよい。自分なりに整理すると、同じ脳内の運動でも、考えるためには目をあけておく必要があり、想像するためには
目を閉じる必要がある、という発見があった。 
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夜、確定申告のレシート整理に没頭。こういう作業は嫌いでは
ない。 
22時40分。久々の雨。3台のファンの上部に合板を打ち付け
て、簡単な雨除けをつくった。３台とも風量60%でスイッチ
ON。「本堂」の室温は10.5度。 
23時40分。暖房室は17.9度まで上がった。排気口の風は35.2
度。 
24時、暖房室から出る。暖房つけっぱなしで眠る。 

2月17日 
11時暖房室15.2度、排気温度36.5度。本堂室温は8.8度。 
暖気を引き込む３本のパイプ、それぞれに排気温度が違う。↑は左
のパイプの温度。真ん中が一番高いようで、こちらは43.5度もあっ
た。 
どうやら人の体温がない状態では、いまの暖房室では15度前後が上
限らしい。ここに人が入ると17.5度くらいまで上がる。昨日の夜の
外気温は３度くらいだったので、外気温＋14～15度は実現できたこ
とになる。 
次の段階としては、暖房室の床を断熱すること。これはわりと簡単
にできそうだ。あるいは本堂全体を温めるのなら、柱と版築壁の隙
間を塞いで、屋根裏に断熱材を入れるなど、とにかく断熱をもっと
しっかりやって、密閉性を高めた上で暖房能力を上げる必要がある
だろう。温床を大きくしたり、パイプをもっと増やしたり、ファン

をもうすこし強力なものに変えたり。 
それは来年の仕事にする。現時点でもう昼間は春みたいに暖かい陽気である。もは
や部屋を暖かくする必要性を感じない。頑張る気になれない。 

←暖房室の出入り口に磁石を貼り付けて自然と閉じるように改善した。 
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最後に、この暖房システムの風量計測を行った。「ポリ袋法」
と呼ばれる方法があるらしい、というので。インターネットで
調べた。 
三つのファンを風量60％（現状の発電所の能力（100Vソーラー
パネル二枚にディープサイクルバッテリーひとつという最小限の
システム）で24時間運転が可能であろうライン）でまわし続
け、45リットルの袋がパンパンになるまでの時間を計測。 

・1回目　3分13秒 
・2回目　3分18秒 
・3回目　3分10秒 

平均は3分13秒。好きな長さだ。ロックンロール一曲ぶん。スーパーカーの「cream soda」やリバティーンズの「Don’t look 
back into the sun」と同じ。これを計算すると、 
流量：約14リットル/分（これは水になおすと、家庭の蛇口を全開までひねったときと同等らしい） 
風速：約0.92m/秒（扇風機の微風くらい） 
ということになる。ちなみにファンの風量を最大にすると、袋がいっぱいになるまでにかかった時間はちょうど2分。こちら
は 
流量：役22.5リットル/分 
風速：約1.47 m/秒 
となる。 

このところ雨と曇りが続き、加えて昨日の夜からファンを回しっぱなしだったので、太陽光発電のバッテリーの電圧が12.1ま
で下がってしまっていた。16時18分、いちど暖房オフ。18時20分に再び最大風量でオン。それから1時間ほど回してみて、19
時半で暖房室の温度は15.6度（本堂の室温9.5度）。 
風量を最大にしても、やはり暖房室は15度程度までしかあがらない。これが今年の暖房システムの限界である。まあ、そこそ
こうまくいったんじゃないかな。諦めなくてよかった。 

おわりに
その後、温床の温度がどの程度持続するか調べるために温度計を差しっぱなしにして、以下のグラフのような数値が得られ
た。3月3日までは30度以上を保っている。これにはちょっと驚いた。一度仕込めば、温床の熱は2～3週間弱はもつというこ
とだ。 

おそらく次号は冷房の実験報告になるだろう。そちらは8～9月ごろを予定しています。 
文責：村上慧
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